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定
期
総
会 

無
事
終
了
す
る 

 

平
成
18
年
度
の
上
志
津
原
町

会
の
定
期
総
会
が
４
月
１
日
（日
）

10
時
よ
り
原
ト
ピ
ア
で
開
催
さ

れ
無
事
終
了
し
ま
し
た
。 

以
下
に
総
会
の
概
要
を
ご
報
告
い

た
し
ま
す
。 

  

定
期
総
会
次
第
と
議
事
録 

 一
、
開
会 

司
会
…
山
元
美
保
子
（副
町
会
長
） 

二
、
町
会
長
挨
拶 

佐
藤
町
会
長 

三
、
資
格
審
査
（出
席
者
数
・委
任
状
提
出
者
数
の
確
認
） 

 
 
 

出
席
者
数
57
名
と
、
委
任
状
提
出
者
数
482
名
の
合
計

539
名
は
、
会
員
数
608
名
の
過
半
数
を
超
え
て
い
ま
す
の

で
総
会
は
成
立
し
ま
し
た
。 

四
、
議
事 

第
１
号
議
案 

議
長
及
び
書
記
の
選
出 

議
長
に
は
宮
武
孝
吉
氏
が
推
薦
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
議
長
は
書
記
団
２
名
を
任
命
し
ま
し
た
。 

第
２
号
議
案 

平
成
18
年
度
事
業
及
び
決
算
報
告 

18
年
度
の
活
動
報
告
や
、
一
般
会
計
決
算
及
び
盆
踊
り
、

運
動
会
、
自
治
会
館
、
グ
ラ
ン
ド
運
営
委
員
会
の
会
計
報

告
が
、
町
会
長
や
担
当
部
長
か
ら
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

◇
会
計
監
査
報
告 

中
山
会
計
監
査
委
員
よ
り
「い
ず
れ
も
適

正
で
あ
っ
た
」と
の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。 

以
上
の
第
２
号
議
案
に
つ
い
て
質
疑
応
答
後
採
決
が
行
わ
れ
、

拍
手
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た 

第
３
号
議
案 

平
成
19
年
度
計
画
事
項
承
認
の
件 

・平
成
19
年
度
町
会
役
員
が
紹
介
さ
れ
、
大
内
新
町
会
長
か
ら

就
任
の
挨
拶
、
各
役
員
か
ら
の
自
己
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。 

・
19
年
度
の
会
計
監
査
委
員
は
例
年
通
り
前
年
度
の
役
員
か
ら

18
年
度
佐
藤
町
会
長
と
会
計
係
の
濱
道
氏
が
選
出
さ
れ
た
。 

・
19
年
度
の
事
業
計
画
案
・一
般
会
計
予
算
案
が
大
内
町
会
長

か
ら
示
さ
れ
ま
し
た
。  

 

※
以
上
説
明
の
後
、
質
疑
応
答
が
あ
り
採
決
が
行
わ
れ
拍
手

多
数
で
第
３
号
議
案
は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

第
４
号
議
案 

町
会
規
約
改
定
の
件 

第
５
条
（班
長
及
び
班
長
会
議
）の
改
定
の
要
旨
は
次
の
通
り 

第
１
項 

・町
会
の
地
域
を
３
地
区
（東
・西
・南
）に
区
分
し
、
更
に
近
隣
の

概
ね
20
世
帯
程
度
を
目
安
に
「班
」を
構
成
す
る 

 
 

班
を
構
成
す
る
世
帯
数
の
変
動
（転
入
・転
出
）等
で
町
会
運
営

に
支
障
を
来
す
虞
が
あ
れ
ば
班
の
分
割
や
統
合
を
す
る
こ
と

が
で
き
る 

・町
会
に
新
規
の
団
地
が
で
き
た
場
合
等
で
、
そ
の
団
地
が
班
を

構
成
す
る
要
件
に
あ
れ
ば
、
独
自
で
新
規
の
班
を
構
成
す
る
こ

と
が
で
き
る 

・以
上
は
当
該
班
等
の
申
し
出
に
よ
り
班
長
会
議
で
承
認
す
る 

第
２
項 

・各
班
に
は
班
長
を
お
き
、
班
長
の
選
出
は
当
該
班
に
委
譲
す
る 

班
長
の
任
期
は
１
年
と
し
再
選
を
妨
げ
な
い 

・班
長
会
議
は
毎
月
１
回
以
上
開
催
し
、
必
要
事
項
に
つ
い
て
協

議
す
る 

※
以
上
、
大
内
町
会
長
よ
り
規
約
改
定
の
要
旨
が
説
明
さ
れ
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

▼
質
疑
応
答
か
ら
（抜
粋
） 

…
帳
票
類
の
保
管
で
…
「会
計
に
関
す
る
保
管
は
10
年
、
領
収

書
類
は
３
年
と
し
、
そ
れ
以
前
の
も
の
は
破
棄
し
た
い
。
19
年

度
で
整
理
し
た
い
が
如
何
か
」と
い
う
発
言
が
あ
り
ま
し
た
が
、

満
場
「異
議
な
し
」で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

五
、
新
旧
役
員
代
表
挨
拶 

 
 

旧
役
員
を
代
表
し
て
佐
藤
町
会
長
か
ら
退
任
の
挨
拶
、
新
役

員
を
代
表
し
て
、
大
内
町
会
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

六
、
閉
会 

宮
武
議
長
の
退
任
挨
拶
後
、
総
会
は
無
事
終
了
い
た
し

ま
し
た
。  

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

・・・以
上 

平
成
19
年
度 

第
一
回
定
例
班
長
会
議 

（
４
月
７
日
午
後
７
時
） 

 

主
な
議
題
と
討
議
内
容 

一
、
町
会
費
集
金
に
つ
い
て 

二
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催
に
つ
い
て 

三
、
訃
報
の
連
絡
方
法 

四
、
緊
急
連
絡
方
法
に
つ
い
て 

五
、「
原
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
の
情
報
提
供
に
つ
い
て 

六
、
回
覧
の
方
法
に
つ
い
て 

七
、
そ
の
他 

 
 

・
遊
歩
道
及
び
会
館
ト
イ
レ
掃
除
の
当
番
決
定 

 
 

・
街
灯
新
設
・
修
理
申
請
に
つ
い
て 

 
 

 
 
 

◇
年
２
回
（
５
月
・
11
月
）
申
請
が
必
要
で
あ
り
、

各
班
長
が
取
り
纏
め
る 

 
 

・
質
疑
及
び
応
答 

 
 
 
 
 
 
 
 

・
・
・
以
上 

  

  

平
成
19
年
度 

上
志
津
原
町
会
長 

大
内 

茂 

 

 

私
が
上
志
津
原
に
引
越
し
て

き
た
の
は
、
昭
和
四
十
一
年
六

月
で
し
た
。
そ
の
頃
は
、
志
津

駅
か
ら
乗
る
客
は
、
五
、
六
人

し
か
お
ら
ず
駅
は
北
口
し
か
な

く
駅
前
に
大
き
な
桜
の
木
が 

二
、
三
本
あ
り
淋
し
い
所
で
し
た
。
も
ち
ろ
ん
水
道
道
路
あ
た

り
は
田
ん
ぼ
で
あ
り
、
角
栄
団
地
や
今
の
西
志
津
小
あ
た
り
は

雑
木
林
に
覆
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。 

こ
の
度
柄
に
も
な
く
、
町
会
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
り
、
大

変
困
惑
し
て
い
ま
す
。
と
に
か
く
地
域
社
会
の
た
め
に
迅
速
に

対
応
す
る
こ
と
を
心
が
け
、
新
役
員
の
皆
様
の
力
を
お
借
り
し

て
、
が
ん
ば
っ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
私
が
知
っ
て
い
る
か
ぎ

り
上
志
津
原
は
佐
倉
市
に
お
い
て
桜
や
秋
に
は
銀
杏
な
の
で
一

番
美
し
い
町
だ
と
自
負
し
て
い
ま
す
。 

規
制
緩
和
な
ど
で
宅
地
や
住
宅
も
だ
い
ぶ
建
っ
て
き
て
い
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
も
町
内
会
の
た
め
に
精
進
し
て
い
き
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 

（
完
） 

お
か
げ
さ
ま
で
「は
ら
ト
ピ
ア
」は
十
年 

自
治
会
館
運
営
委
員
長 

萩
原 

一
彦 

 
 

平
成
九
年
十
一
月
、
た

く
さ
ん
の
方
々
の
ご
尽

力
の
お
か
げ
で
竣
工
し
、

完
成
後
も
た
く
さ
ん
の

方
々
に
支
え
ら
れ
て
『
自

治
会
館
は
ら
ト
ピ
ア
』
は

今
年
十
一
月
に
十
周
年

を
迎
え
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。 

 

思
え
ば
そ
の
翌
年
、
当

時
防
風
林
と
呼
ば
れ
て

い
た
『
ふ
れ
あ
い
通
り
』

に
銀
杏
が
移
植
さ
れ
歩

道
が
で
き
、
春
に
は
桜
が
、
初
冬
に
は
銀
杏
が
見
事
な
風
景

を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
、
そ
の
中
心
に
子
供
た
ち
が
あ
そ
ぶ

公
園
を
隣
接
し
た
『
は
ら
ト
ピ
ア
』
は
大
変
す
ば
ら
し
い
環

境
に
あ
る
こ
と
に
あ
ら
た
め
て
感
心
し
て
お
り
ま
す
。 

 

話
題
が
変
わ
り
ま
す
が
、
昨
年
六
月
、
豊
か
な
住
生
活
を

め
ざ
す
た
め
『
住
生
活
基
本
法
』
と
い
う
法
律
が
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
大
都
市
圏
の
住
宅
を
従
来
の
量
か
ら
質
へ
と
転
換

を
図
り
住
宅
そ
の
も
の
の
耐
久
性
、
市
場
性
を
考
え
、
さ
ら

に
は
居
住
環
境
や
町
並
み
の
形
成
を
も
そ
の
価
値
に
考
慮
を

加
え
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
こ
と
と
理
解
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
う
い
っ
た
目
で
私
た
ち
の
町
を
考
え
て
み
ま
す
と
、
交

通
の
便
は
良
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
町

会
運
営
を
経
験
し
、
毎
年
手
作
り
の
イ
ベ
ン
ト
を
続
け
て
い

る
人
間
的
な
つ
な
が
り
の
あ
る
町
で
あ
り
、
自
分
た
ち
で
自

分
の
町
に
か
か
わ
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
自
分
の
家
の
価

値
を
高
め
、
町
の
価
値
を
高
め
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
っ
て

い
き
ま
す
。
ま
た
雑
木
林
な
ど
の
自
然
に
も
残
る
こ
の
環
境

に
癒
し
を
感
じ
て
い
る
私
は
大
変
得
を
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
に
な
る
で
し
ょ
う
。 

 

銀
杏
が
色
づ
く
こ
ろ
の
十
一
月
十
八
日
の
日
曜
日
に
は
十

周
年
を
記
念
し
て
何
ら
か
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
実
行
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の
楽
し
め
る
企
画
を
考
え
中
で

す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
『
自
治
会
館
は
ら
ト
ピ
ア
』
を
ひ
き
つ
づ
き

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 
 
 

（
完
） 
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町
会
長
就
任
挨
拶 
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平成１８年度 上志津原町会 会計報告（単位：円） 

１、総括の部・                                      

収入総額 支出総額 差引残高（次年度へ繰越） 

6,256,828 4,554,520 1,702,308 

２、収入の部・ 

項 目 予 算 決 算 差 異 備 考 

繰越金 1,502,606 1,502,606 0  

町会費 3,276,000 3,507,500 231,500  

市委託料 90,000 90,000  市委託基準料（500～1,000世帯） 

市交付金 163,800 171,000 7,200 570世帯×300円 

市街灯補助金 682,300 734,870 52,570 備考（内訳）は下記の通り 

市公衆便所補助金 223,000 223,000 0  

雑収入 12 27,852 27,840 預金利息：12 電柱設置代：27,840 

合 計 5,937,718 6,256,828 319,110  

３、支出の部・  

 項 目 予 算 決 算 差 異 備 考 

 

 

総会費 50,000 6,560 43,440 総会費：4,100  

会議費：2,460 

事務費 50,000 44,593 5,407  

街灯維持管理費 1,500,000 1,293,628 206,372 備考（内訳）は下記の通り 

     

会館維持管理費 300,000 300,000 0 トピア運営費：200,000 修繕費：100,000 

原グランド管理費 125,000 125,000 0 うち砂等材料費 25,000 

設備維持管理費 330,000 320,000 10,000 公衆トイレ清掃、管理費 

広報費 350,000 279,555 70,445 備考（内訳）は下記の通り 

 

 

需

用

費 

交際費 150,000 135,000 15,000 慶弔、地域団体交際 

体育事業 105,000 104,134 866 スポーツ大会（ｸﾞﾗﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ） 49,134 

スポーツ少年団活動費 55,000 

子供会活動費 70,000 70,000 0 バス遠足、ボーリング大会 

親睦活動費 50,000 31,857 18,143 町会会員新年会等 

敬老事業費 70,000 70,000 0 双葉会活動費 

夏祭り事業費 100,000 100,000 0 盆踊り大会 

 

 

事

業

費 

環境整備事業 90,000 12,129 77,871 燃料代 9,565 活動時飲物代 2,564 

道路清掃時損害保険代 0 

原まちづくり活動費 70,000 70,000 0 委員会の会議費、活動費等 

町会長活動費 90,000 90,000 0 市委託業務全般、活動費 

役員手当 366,000 383,000 -17,000 班長２名増員・会計監査員１名 

助成金 992,800 1,001,800 -9,000 備考（内訳）は下記の通り 

 

 

予備費 1,078,918 117,264 961,654 町会長活動費・新班用ﾌﾟﾚｰﾄ代：117,264 

 合  計 5,937,718 4,554,520 1,383,198  

 

街灯電気代上期下期合計：598,900  修繕費補助：77,170  新設補助：58,800 

総
務
費 

街灯電気代：642,393 街灯修理代：532,585 街灯新設代：118,650 

印刷代：266,700  会議費：7,779  消耗品費： 5,076 
 

社会福祉協議会：275,500  敬老会祝い金：10,000 
赤十字：275,500   上志津消防団後援費：440,800 

平成１９年度 上志津原町会 予算（案） 

１、総括の部・   
収入総額 支出総額 差引残高（次年度繰越） 
6,744,710 6,744,710 0 

２、収入の部・ 項目名と位置は左に同じ) 

予算（案） 備 考 
1,702,308  

3,900,000 650世帯×500円×12ヶ月 

90,000  

195,000 650世帯×300円 

633,550 

 

（補助率down）  電気代上下期計：544,300 

 修繕費補助：47,250  新設補助：42,000 

223,000 補助金据え置き 

852 預金利息 

6,744,710  

３、支出の部・ (項目名と位置は左に同じ) 

予算（案） 備 考 

50,000 総会費：30,000 

会議費：20,000 

50,000  

1,550,000 備考（内訳）は下記の通り 

520,000 火災保険更新（H19～H23）：220,000含む 

100,000 原グランド運営費 

330,000 公衆トイレ清掃、管理費 

400,000 備考（内訳）は下記の通り 

200,000 慶弔、地域団体交際 

215,000 19年度より運動会補助：100,000加算 

100,000 同左 

50,000 同左 

80,000 同左 

200,000 盆踊り大会事業費増額 

20,000 燃料代：10,000 活動時飲物代：10,000 

道路清掃時損害保険代は市で一括加入 

70,000 同左 

225,000 同左 

406,000 班長増員 

1,015,600 備考（内訳）は下記の通り 

 

1,163,110  

6,744,710  

 

街灯電気代：650,000 修理代：600,000 新設代：300,000 

印刷代：350:000 会議費：10,000 消耗品費：40,000 

スポーツ大会：60,000 スポーツ少年団：55,000 

社会福祉協議会：260,000  敬老会祝い金：10,000 
赤十字：260,000   上志津消防団後援費：485,600 

上志津原町会会計の決算報告書（左）と 19年度の予算計画案（右）ですが、項目共通につき予算案の項目名は省略しました（左右を対比してご覧下さい） 

 
１，収入・支出の総額 
前期繰越金 収入金額 支出金額 時期繰越金 

105,494 779,000 837,180 47,314 

２，収支明細 
収 入 支 出 

適用 金額 適用 金額 

前期繰越金 105,494 

町会補助金 100,000 

ご祝儀 679,000 

  

  

  

  

  

  

  次期繰越金 47,314 

合 計 884,494 合 計 884,494 

上記の通りご報告します。 
平成19年３月１日 盆踊り部長 益子 明 

平成18年度 運動会会計報告書 
１、収入、支出総額 
前期繰越金 収入金額 支出総額 次期繰越金 

416,727 410,032 348,888 477,871 

２、収支明細 
収  入 支  出 

前期繰越金 416,727 運営費 172,703 

寄付金 386,000 準備諸経費 40,717 

出店売上 24,000 景品代 47,907 

預金利息 32 接待費 46,479 

  反省会 27,238 

  出店費 11,530 

  用具代 2,314 

  時期繰越金 477,871 

合計 826,759 合計 826,759 

上記の通りご報告申し上げます。  
運動会会計 加藤正夫 

 

他町会祝儀 
電気工事費 
保険料 
ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ代 
景品代 
お礼代 
接待代 
食事代 
一般準備費 
特別準備費 
警備費 

30,000 
200,000 
30,420 
29,500 
122,959 
107,382 
150,650 
113,459 
34,940 
3,065 
14,805 

平
成
18
年
度 

盆
踊
り
大
会 

決
算
報
告
書 

「平
成
18
年
度
会
計
報
告
」及
び 

「平
成
19
年
度
の
予
算
（案
）」 

首
記
の
件
、
４
月
１
日
の
定
期

総
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

総
会
資
料
の
決
算
報
告
を
以
下
に

掲
載
い
た
し
ま
す
。
尚
、
本
年
よ

り
佐
倉
市
の
要
請
で
勘
定
科
目
の

変
更
が
あ
り
、
項
目
（
費
目
）
が

大
幅
に
増
え
ま
し
た
。
そ
の
ま
ま

で
は
載
せ
切
れ
ま
せ
ん
の
で
、
総

会
資
料
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
打
ち
直

し
て
（
作
り
直
し
て
）
掲
載
し
ま 

し
た
。 

項
目
（
費
目
）
の
省
略
や
一
括

化
等
と
共
に
、
町
会
の
一
般
会

計
は
下
記
の
よ
う
に
18
年
度

の
決
算
と
19
年
度
の
予
算
を

組
み
合
わ
せ
て
掲
載
し
て
あ
り

ま
す
。
見
難
い
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
、
紙
面
の
都
合
で
す
の
で

ご
容
赦
下
さ
い
。 

広
報
担
当 
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平成18年度 グランド運営委員会会計報告 

１．収入・支出総額 

前期繰越 収入金額 支出金額 次期繰越 
118,969 605,035 553,309 170,695 

２．収入の部         ３．支出の部 

収 入 金 額 支 出 金 額 
前期繰越 118,969 水道料 14,994 

汲み取り料 13,370 
ｸﾞﾗﾝﾄﾞ整備料 7,102 
  
ｸﾞﾗﾝﾄﾞ補助費 5,543 
  

グランド使用料 149,000 

借地料 480,000 
町会補助 100,000 
佐倉市補助 331,000 

その他 
 

32,300 

砂代補助 25,000   
預金利息 35   
収入合計 605,035 支出合計 553,309 
  次期繰越 170,695 

総合計 724,004 総合計 724,004 
上記のとおりご報告申し上げます 

上志津原ｸﾞﾗﾝﾄﾞ運営委員会 会長 大久保峯夫  

南志津ﾂｲﾝｽ (゙年間） 
ｷﾝｸ ｽ゙ﾀｰｽ（年間） 
ｻｸﾗｴﾝﾄﾞﾚｽ（年間） 
双葉会（年間） 
博愛会（年間） 
ﾋｯﾃｨー ｽﾞｻｯｶ ｸーﾗﾌ゙  
サウスⅡ（ｽﾎﾟｯﾄ） 

30,000 
30,000 
30,000 
10,000 
10,000 
36,000 
3,000 

ｶﾞｿﾘﾝ･ｵｲﾙ代等 

補修材料等 

砂代・印紙代 

平成18年度 自治会館運営委員会会計報告 
１．収入・支出総額 
前期繰越 収入金額 支出金額 次期繰越 

1,277,263 846,809 1,172,592 951,480 
２．収入の部     ３．支出の部 
前期繰越 1,277,263 電気料 263,127 
会館使用料 638,100 水道料 27,593 
備品貸出し 8,500 ガス使用料 30,441 
町会補助 200,000 浄化槽点検 19,320 
利息収入 209 防火設備点検 29,610 
その他  修理、補修(ｴｱｺﾝ他) 592,357 
  備品消耗(ﾃﾚﾋﾞ他) 165,368 
  事務費＋会議費 5,000 
  会館清掃 16,584 
  その他（ダスキン） 23,192 
  次期繰越 951,480 
合  計 2,124,072 合  計 2,124,072 
４．会館修繕積立金 
前期繰越金 収入金額 支出金額 次期繰越 

3,500,137 101,063 0 3,601,200 
上記の通りご報告いたします    

自治会館運営委員会  宮坂 妙美 

平成18年度 上志津原町会 
会計監査報告 

 
平成 18 年度佐倉市上志津原町
会の監査結果を下記の通り報告
致します。 
 

記  
収入：納入会員数、納入額が

正確に把握され納入状況も良

好であった。  
支出：各項目の支出状況は適

切であった。 
会計簿支出額と領収書は整合

していた。  
関係書類：会計簿、領収書等

の関係書類は正確・適切に整

理されていた。 
 
平成19年3月11日 
 
会計監査 
 

双
葉
会
か
ら
の
ご
挨
拶 

双
葉
会
会
長 

田
上 
正
敏 

 

平
成
十
九
年
度
が
始
ま
り
ま

し
た
。
双
葉
会
一
同
も
心
を
新

た
に
し
て
力
を
合
わ
せ
て 

 
 

・・・「双
葉
会
憲
章
」・・・ 

 一
、
老
後
の
生
活
を
健
全
で
豊
か
な
も
の
に
し
、
生
き
が
い
を

高
め
よ
う
。 

子
供
会
か
ら
の
ご
挨
拶 

三
浦 

直
子 

 

今
年
度
の
子
供
会
の
役
員
を
紹
介
致
し
ま
す
。 

会 

長
＝
泉 

 

友
美 

副
会
長
＝
本
名 

真
弓 

書 

記
＝
山
元
眞
知
子 

三
浦 

直
子 

会 

計
＝
秋
山 

映
子 

延
藤 

洋
子 

以
上
の
六
名
で
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

昨
年
、
今
年
と
転
入
者
が
増
え
、
子
供
会
も
大

き
く
な
り
ま
し
た
。
新
一
年
生
は
二
十
名
で
、
総

勢
七
十
三
名
に
な 

り
ま
す
。
ど
の
子 

も
「
子
供
会
っ
て 

楽
し
い
な
あ
」
と 

言
っ
て
も
ら
え
る 

よ
う
企
画
、
運
営 

し
て
い
き
た
い
と 

思
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
そ
の
運 

営
に
つ
い
て
で
す 

が
、
大
事
な
運
営 

費
の
中
に
廃
品
回 

収
の
報
奨
金
が
あ 

り
ま
す
。
残
念
な
こ
と
に
、
年
々
そ
の
額
が
減
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
四
月
か
ら
は
佐
倉
市
の

廃
品
回
収
が
中
止
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ど
う
ぞ

各
ご
家
庭
の
古
紙
等
は
子
供
会
の
回
収
日
（
通
常

第
三
日
曜
日
）
に
お
出
し
く
だ
さ
る
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
な
し
で

は
子
供
会
の
活
動
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

子
供
会
年
間
行
事
予
定 

四
月
二
十
二
日
（日
）…
新
入
生
歓
迎
会 

六
月 

 

三 

日 

（日
）…
浄
化
作
業 

七
月
二
十
七
日
（金
）二
十
八
日
（土
）…
盆
踊
り 

十
月
二
十
一
日
（日
）…
上
志
津
原
運
動
会 

（雨
天
順
延
十
月
二
十
八
日
） 

十
一
月
頃
…
…
…
バ
ス
遠
足 

 
 
  

三
月
頃
…
…
…
六
年
生
を
送
る
会 

 

一
、
好
か
れ
る
人
間
、
話
せ
る
人
間
、
役
立
つ
人
間
に
な

る
よ
う
努
め
ま
し
ょ
う
。 

一
、
寝
不
足
、
運
動
不
足
、
食
べ
す
ぎ
、
飲
み
す
ぎ
な
ど

や
め
て
、
達
者
で
長
生
き
し
ま
し
ょ
う
。 

一
、
明
る
く
、
朗
ら
か
に
、
仲
よ
く
、
楽
し
く
交
わ
り
、

老
い
の
孤
独
を
避
け
ま
し
ょ
う
。 

一
、
ク
ラ
ブ
の
運
営
を
魅
力
あ
る
も
の
に
し
、
全
員
参

加
を
果
た
し
ま
し
ょ
う
。 

 
 

以
上
の
五
項
目
を
、
月
例
会
に
一
同
で
声
を
そ
ろ
え

て
唱
和
し
て
、
今
年
も
元
気
で
頑
張
り
ま
す
。
町
会

の
皆
様
方
今
年
も
宜
し
く
ご
指
導
、
ご
協
力
を
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

平
成
十
九
年
度
事
業
計
画 

毎
月
…
公
園
清
掃
、
月
例
会
兼
公
園
清
掃
、
カ
ラ
オ

ケ
、
楽
し
み
会
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
週
二
回
（火
・木
） 

四
月
…
双
葉
会
総
会
、
第
二
支
部
総
会
、
日
帰
旅
行 

 

五
月
…
市
高
連
総
会
、
町
会
ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加 

 

六
月
…
双
葉
会
一
泊
研
修
旅
行 

 

七
月
…
町
会
盆
踊
り
参
加 

 

八
月
…
暑
気
払
い
、
友
愛
訪
問 

 

九
月
…
社
会
奉
仕
の
日
参
加 

 

十
月
…
町
会
運
動
会
参
加 

十
一
月
…
第
二
支
部
日
帰
り
旅
行 

十
二
月
…
友
愛
訪
問
、
忘
年
会 

 

一
月
…
祝
杯
、
役
員
会
、
新
年
会 

 

二
月
…
双
葉
会
一
泊
研
修
旅
行                       

 

三
月
…
花
見
会
、
役
員
会
、
会
計
監
査 

 

双
葉
会
は
、
健
康
を
第
一
に
考
え
、
熟
年
者
同
士
の

気
さ
く
な
会
で
す
。
活
動
内
容
は
、
お
喋
り
中
心
の

月
例
会
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
週
二
回
、
カ
ラ
オ
ケ
楽
し
み

会
も
月
二
回
あ
り
ま
す
。
楽
し
い
事
が
基
本
で
す
。
町

会
の
皆
様
方
の
中
で
双
葉
会
を
若
返
ら
せ
て
下
さ
る

有
志
の
方
々
の
ご
参
加
、
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。 

４
月
１
日
（
日
） 

７
日
（
土
） 

５
月
12
日
（
土
） 

13
日
（
日
） 

20
日
（
日
） 

６
月
２
日
（
土
） 

３
日
（
日
） 

３
日
（
日
） 

７
月
７
日
（
土
） 

27
日
（
金
） 

28
日
（
土
） 

８
月
４
日
（
土
） 

９
月
１
日
（
土
） 

２
日
（
日
） 

２
日
（
日
） 

10
月
６
日
（
土
） 

14
日
（
日
） 

21
日
（
日
） 

11
月
10
日（
土
） 

12
月
１
日
（
土
） 

12
月
２
日
（
日
） 

１
月
12
日
（
土
） 

13
日
（
日
） 

２
月
２
日
（
土
） 

 

３
月
２
日
（
土
） 

定
例
総
会 

第
１
回
定
例
班
長
会
議 

第
２
回
定
例
班
長
会
議 

グ
ラ
ン
ド
草
刈
り
（予
19
日
） 

ス
ポ
ー
ツ
大
会 

（予
27
日
） 

第
３
回
定
例
班
長
会
議 

幹
線
道
路
除
草
作
業
（予
10
日
） 

自
治
会
館
清
掃 

第
４
回
定
例
班
長
会
議 

盆
踊
り
大
会 

盆
踊
り
大
会
（準
備
22
日
） 

第
５
回
定
例
班
長
会
議 

第
６
回
定
例
班
長
会
議 

幹
線
道
路
除
草
作
業
（予
９
日
） 

自
治
会
館
清
掃 

第
７
回
定
例
班
長
会
議 

原
グ
ラ
ン
ド
草
刈
り
（予
20
日
） 

上
志
津
原
大
運
動
会
（予
28
日
） 

第
８
回
定
例
班
長
会
議 

第
９
回
定
例
班
長
会
議 

防
災
訓
練 

第
10
回
定
例
班
長
会
議 

上
志
津
原
町
会
新
年
会 

第
11
回
定
例
班
長
会
議 

（当
年
・次
年
度
班
長
合
同
） 

第
12
回
定
例
班
長
会
議 

（当
年
・次
年
度
班
長
合
同
） 

会
計
監
査 

 

平成19年度 上志津原町会事業計画（案） 平
成
19
年
度
事
業
を
以
下
の
様
に
計
画
し
ま
し
た
。

ご
協
力
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

60
〜
64
歳  

男
０
名 

女
１
名 

計
１
名  

65
〜
69
歳  

男
２
名 

女
４
名  

計
６
名  

70
〜
74
歳  

男
４
名 

女
４
名  

計
８
名  

75
〜
79
歳  

男
４
名 

女
８
名  

計
12
名  

80
〜
84
歳  

男
５
名 

女
８
名  

計
13
名  

85
〜
89
歳  

男
２
名 

女
５
名  

計
７
名  

90
〜
94
歳  

男
０
名 

女
１
名  

計
１
名  

95
歳
以
上   

男
０
名 

女
１
名  

計
１
名  

男
17
名 

女
32
名  

合
計
49
名 

双葉会の会員数と 
年齢構成 
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集
合
住
宅
と
町
会 

こ
の
程
、
幸
野
に
で
き
た
集
合
住
宅
（名
称
＝
フ
ィ
ー
ル
ド 

コ

ー
ト
）に
、
続
々
と
入
居
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
全
室
の
賃
貸
契

約
が
完
了
し
た
そ
う
で
す
か
ら
、
こ
の
号
が
お
手
元
に
届
く
頃

に
は
満
室
に
な
っ
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

さ
て
そ
の
集
合
住
宅
（ア
パ
ー
ト
）で
す
が
、
入
居
者
は
一
般

に
定
住
性
が
低
く
従
っ
て
町
会
への
加
入
率
も
低
い
と
言
う
問

題
が
あ
り
ま
す
。
他
自
治
会
の
例
で
す
が
、
こ
う
し
た
賃
貸
住

宅
へ
の
対
応
を
間
違
っ
た
為
に
（
何
も
し
な
か
っ
た
為
に
？
）
、

「不
公
平
云
々
の
不
協
和
音
」や
「財
政
悪
化
」等
で
、
運
営
に

支
障
を
来
た
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
聞
き
ま
す
。
賃
貸
住

宅
問
題
、
こ
の
町
で
は
始
め
て
の
経
験
で
す
が
、
ス
タ
ー
ト
で
対

応
を
誤
る
と
先
々
大
変
厄
介
な
事
に
な
り
ま
す
。 

当
町
会
は
そ
の
対
応
を
如
何
す
る
の
か
？
「原
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
」が
検
討
を
重
ね
て
お
り
ま
し
た
が
、
先
般
そ
の
指
針

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
程
、
第
１
号
と
し
て
、
事
業
者
（施

主
の
内
野
さ
ん
及
び
大
東
建
物
管
理
会
社
）の
合
意
を
得
る
と

共
に
、
４
月
の
班
長
会
議
に
お
い
て
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

こ
こ
に
そ
の
概
要
を
報
告
致
し
ま
す
。 

    

一
、
賃
貸
住
宅
事
業
者
に
対
す
る
要
望 

 
 
 

賃
貸
住
宅
事
業
者
は
、
入
居
者
が
地
域
住
民
と
融
和
し
穏

や
か
で
豊
か
な
環
境
下
で
生
活
で
き
る
よ
う
、
上
志
津
原
町

会
に
全
面
協
力
す
る
こ
と
。 

※
具
体
的
に
は
… 

⑴
事
業
者
は
町
会
と
の
話
し
合
い
の
窓
口
を
設
け
る
こ
と
。 

⑵
上
志
津
原
地
域
の
環
境
整
備
・治
安
・防
災
・自
治
活
動
に
対

す
る
協
力
目
的
と
し
て
、
入
居
者
１
世
帯
当
た
り
町
会
費
相

当
額
（
500
円
／
月
）を
「町
会
運
営
協
力
金
」と
し
て
納
付
す

る
こ
と
。 

   

二
、
賃
貸
住
宅
入
居
者
に
対
す
る
町
会
の
処
遇 

前
記
２
項
の
前
提
条
件
が
満
た
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、

当
町
会
は
賃
貸
住
宅
入
居
者
を
「
み
な
し
町
会
員
」
と
し
、

以
下
の
処
遇
を
す
る
。 

⑴
「み
な
し
町
会
員
」に
は
、 

①
町
会
行
事
（運
動
会
な
ど
）への
参
加
な
ど
、
町
会
員
の
持
つ

殆
ど
の
権
利
を
保
障
す
る
。
（む
し
ろ
歓
迎
す
る
）  

②
但
し
、
上
志
津
原
町
会
の
自
治
・運
営
に
関
し
て
、
投
稿
箱

や
事
業
者
等
を
通
じ
て
要
望
は
で
き
る
が
、
参
政
権
（議
決

権
等
）を
有
し
な
い
。
（班
長
に
就
任
す
る
事
が
な
い
為
） 

③
回
覧
板
は
回
さ
な
い
が
、
集
合
住
宅
内
に
共
用
の
「掲
示
板

等
」の
設
置
が
あ
れ
ば
、
町
会
が
回
覧
物
を
掲
示
す
る
。 

④
広
報
紙
等
の
配
布
は
、
事
業
者
が
指
定
す
る
「置
き
場
」が

あ
れ
ば
、
町
会
が
そ
の
都
度
必
要
部
数
を
用
意
す
る
。 

⑵
「み
な
し
町
会
員
」に
は
、
町
会
員
の
果
す
べ
き
殆
ど
の
義
務
を

免
除
す
る
が
、
集
合
住
宅
に
関
わ
る
地
域
に
お
い
て
は
、
環
境

の
維
持
管
理
（Ｕ
字
溝
の
清
掃
な
ど
）の
義
務
を
負
う
。
但
し
、

建
物
管
理
会
社
等
に
よ
る
義
務
の
代
行
は
可
と
す
る
。 

⑶
入
居
者
が
町
会
に
加
入
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
「町
会
員
」と

し
て
全
て
の
権
利
を
有
す
る
一
方
、
会
員
の
義
務
で
あ
る
町
会

費
の
納
入
を
免
除
す
る
。
（一
括
納
入
さ
れ
て
い
る
も
の
と
判

断
し
、
新
た
な
徴
収
は
し
な
い
） 

※
尚
、
大
東
建
物
管
理
会
社
に
提
出
し
た
文
書
に
は
、 

以
上
の

内
容
の
ほ
か
に
「町
会
員
の
義
務
と
権
利
」の
一
覧
表
を
提
示
し

て
あ
り
ま
す
。 

  

以
上
が
指
針
の
概
要
で
す
。
実
際
の
運
用
に
当
っ
て
は
細
か
い
部

分
の
変
更
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
考
え
方
に
変
更
は
な
い

は
ず
で
す
。
そ
し
て
、
今
回
大
東
建
物
管
理
会
社
は
合
意
し
ま
し

た
が
、
別
の
業
者
で
あ
っ
て
も
同
じ
事
を
要
求
し
て
い
き
ま
す
。
こ

れ
か
ら
は
「こ
の
町
に
お
け
る
ア
パ
ー
ト
経
営
の
条
件
」と
し
て
適

用
さ
れ
て
い
く
事
に
な
る
の
で
す
。 

  

と
言
う
訳
で
、
ア
パ
ー
ト
に

入
居
さ
れ
て
い
る
方
は
、
（
町

会
に
入
会
さ
れ
な
く
て
も
）実

質
的
に
は
町
会
費
相
当
額
を

納
め
て
頂
く
事
に
な
り
ま
す
。

即
ち
、
よ
そ
者
で
は
な
く
「
み

な
し
町
会
員
」と
言
う
自
治
会

の
協
力
者
に
な
る
の
で
す
。 

 

私
達
の
仲
間
と
し
て
迎
え
、

親
し
く
お
付
き
合
い
し
、
町
会

の
イ
ベ
ン
ト
等
に
も
是
非
誘
っ
て

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。 

（以
上
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

原
ま
ち
づ
く
り
委
員
会 

新
聞
ニ
ュ
ー
ス 

は
し
か
流
行
の
兆
し 

予
防
接
種
呼
び
掛
け 

 
 

今
月
に
入
っ
て
か
ら
県
内
の
小
中 

高
校
な
ど
で
麻
疹
（は
し
か
）が
流
行 

し
、
県
が
予
防
接
種
を
受
け
て
い
な 

い
人
や
麻
疹
に
か
か
っ
た
こ
と
の
な
い
人
に
、
予
防
接
種
を
う
け
る

よ
う
呼
掛
け
て
い
る
。
県
疾
病
対
策
課
の
ま
と
め
で
は
、 

４
月
１
日
〜
20
日
に
届
け
出
の
あ
っ
た
患
者
は
、
０
歳
児
か
ら

19
歳
ま
で
の
男
女
計
18
人
。
内
訳
は
幼
稚
園
・保
育
所
の
園
児

が
２
人
、
小
学
生
が
11
人
、
中
学
生
が
１
人
、
高
校
生
が
３
人
な

ど
。
18
人
の
内
15
人
が
予
防
接
種
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
。
麻
疹

に
か
か
る
と
１
週
間
以
上
の
高
熱
が
続
き
、
約
30
％
の
患
者
が
肺

炎
や
脳
炎
な
ど
の
合
併
症
を
引
き
起
こ
す
と
さ
れ
、
死
亡
に
つ
な

が
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。 

 

同
課
で
は
予
防
接
種
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
「発
熱
や
発
疹

の
あ
る
場
合
は
外
出
を
避
け
、
医
療
機
関
を
受
診
し
て
ほ
し
い
」と

し
て
い
る
。･･･

（４
／
21
）読
売
朝
刊･･･ 

     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
･･･

毎
日
・
読
売
・
投
稿 

 

給
食
費
払
っ
て
い
る
の
が
自
慢
で
す 

 
 
  

（
石
岡
） 

評
＝
い
る
ん
だ
っ
て
？
外
車
は
買
え
て
も
払
わ
ぬ
バ
カ
親
が
。 

車
内
化
粧
揺
れ
て
口
紅
鼻
の
穴  

 
 
 
 

（
さ
い
た
ま
） 

評
＝
笑
い
を
か
み
殺
し
て
「
ざ
ま
あ
見
ろ
！
」。 

５
番
目
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
口
座
持
ち 

 
 
 

（ 

柏 

） 

評
＝
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
は
５
子
誕
生
に
は
、
５
百
万
円
支
給
す
る

そ
う
な
。
ス
ゲ
エ
！
で
も
今
か
ら
じ
ゃ
無
理
だ
ワ
イ
。 

し
ゃ
が
ん
だ
ら
孫
も
し
ゃ
が
ん
で
目
が
合
わ
ず 

（
不
明
） 

評
＝
思
わ
ず
ウ
フ
フ
。
情
景
が
目
に
浮
か
ん
で
可
愛
い
！ 

み
そ
汁
の
シ
ジ
ミ
食
う
な
り
定
年
後 

 
 

（
上
志
津
原
） 

 
 

評
＝
慌
て
る
事
は
何
も
な
い
。
他
に
や
る
こ
と
も
な
い
。 

団
塊
が
も
て
は
や
さ
れ
る
趣
味
の
会 

 
 

   

（ 

柏 )  
 

評
＝
集
団
就
職
の
団
塊
世
代
も
集
団
退
職
で
あ
る
。
元
気
の
い

い
オ
バ
様
や
先
輩
た
ち
が
、
同
好
会
な
ど
へ
手
ぐ
す
ね
を

引
い
て
い
る
。
…
で
も
良
い
こ
と
よ
、
大
い
に
誘
っ
て
。 

                                    

編
集
後
記 

 

桜
の
花
も
散
り
新
緑
の
季
節
を
迎
え
ま
す
。
新
年
度
に
な
っ

て
初
め
て
の
「上
志
津
原
た
よ
り
」の
発
行
で
す
。 

紙
面
上
の
不

備
等
で
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
事
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ご

意
見
、
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
広
報
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

広
報
部
長 

三
井 

先
ず
賃
貸
住
宅
事
業
者
に
対
し
、
次
の
要
望
を
出

し
ま
し
た
。
入
居
者
を
守
る
企
業
と
し
て
の
責
任

と
、
応
分
の
負
担
を
求
め
た
も
の
で
す
。 

事
業
者
が
町
会
自
治
に
協
力
し
、
町
会
費
相
当
額
も
頂
く

こ
と
に
な
る
と
、
私
達
も
ア
パ
ー
ト
入
居
者
に
対
し
、
そ

れ
な
り
の
処
遇
を
し
て
応
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

※
は
し
か
は
春
〜
夏
が
シ
ー
ズ
ン
で
す
。
感
染
力
が
強
く
予

防
法
は
予
防
接
種
の
み
で
す
。（
マ
ス
ク
も
効
果
な
し
） 

・・・お
知
ら
せ
・・・ 

…
転 

入
…
「
上
志
津
原
へ
よ
う
こ
そ
」 

所
属
班
未
定 

横
山 

周
次 

さ
ん 

 

３
月 

 
 
 

〃 
 
 

小
不
動
顕
士 

さ
ん 

 

３
月 

 
 
 

〃 
 
 

中
村 

信
央 

さ
ん 

 

３
月 

以
上
の
３
名
は
八
紘
苑
の
横
に
で
き
た
新
団
地
に
入
居

さ
れ
た
方
々
で
す
。 

光 

ヶ 

丘 
 

大
森 

 

導 

さ
ん 

 

３
月 

南
原
２
班 

 

佐
藤 

 

誠 

さ
ん 

 

４
月 

 
 

〃 
  
 

坂
本 

英
男 

さ
ん 

 

４
月 

３
・
４
組 

 

早
野 

 

智 

さ
ん 

 

４
月 

…
転 

出
…
「
さ
よ
う
な
ら
お
元
気
で
」 

南
原
２
班 

 

小
池 

明
美 

さ
ん 

 

…
廃
品
回
収
に
つ
い
て
… 

こ
の
程
佐
倉
市
が
廃
品
回
収
を
中
止
い
た
し
ま
し
た
。
し

た
が
っ
て
公
共
の
廃
品
回
収
は
全
て
子
供
会
が
行
い
ま
す
。
回

収
日
は
通
常
第
３
日
曜
日
で
す
の
で
、
よ
そ
で
処
分
し
な
い
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
こ
の
収
益
は
子
供
会
活
動
の

貴
重
な
財
源
で
す
が
、
市
の
財
政
事
情
か
ら
回
収
単
価
が
切

り
下
げ
ら
れ
ま
し
た
の
で
大
変
厳
し
い
状
況
で
す
。
そ
の
分

を
回
収
量
で
補
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
重
ね
て
ご
協

力
頂
き
た
く
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。  

･･･

子
供
会 

 

…
お
詫
び
… 

・原
た
よ
り
339
号
の
入
学
・卒
業
名
簿
に
掲
載
漏
れ
が
あ
り

ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
改
め
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

小
学
校
入
学
…
川
口 

 

百
恵
さ
ん 

（八
紘
苑
下
） 

中
学
校
卒
業
…
吉
田
奈
央
美
さ
ん 

（   

〃 
 

） 

 

・同
号
の
19
年
度
役
員
一
覧
に
お
名
前
の
間
違
い
が
あ
り
ま

し
た
。
盆
踊
係
で
下
澤
さ
ん
の
お
名
前
が
正
敏
さ
ん
と
な

っ
て
い
ま
し
た
が
、
正
し
く
は
正
俊
さ
ん
で
し
た
。
お
詫
び

し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。 

ごめんね。 


